
平成１８年３月３日

各  位

株式会社 三井住友銀行

三井住友銀行のＡＴＭ「＠ＢΛＮＫ」におけるサービス拡充について

～ケータイクレジット「ｉＤ」キャッシング及び生体認証ＩＣキャッシュカード対応～ 

株式会社三井住友銀行（頭取：奥 正之）は、平成１８年３月２７日より、当行がコン

ビニエンスストアａｍ／ｐｍ内に設置しているコンビニＡＴＭ（以下、「＠Ｂ∧ＮＫ」）

において、ケータイクレジット「三井住友カードｉＤ」のキャッシングサービス、及び生

体認証ＩＣキャッシュカードのお取引を開始することで、＠ＢΛＮＫのサービス拡充を実

施いたします。

１．「三井住友カードｉＤ」のキャッシング対応

当行並びに株式会社三井住友フィナンシャルグループ（社長：北山 禎介、以下「ＳＭ

ＦＧ」）、三井住友カード株式会社（社長：栗山 道義、以下「三井住友カード」）は、

昨年４月に株式会社エヌ・ティ・ティ・ドコモ（社長：中村 維夫、以下「ＮＴＴドコモ」）

との間で業務・資本提携を実施し、おサイフケータイ®を活用した新クレジット決済サー

ビス事業「ｉＤＴＭ（アイディ）」を共同で推進しております。

この戦略的提携の一環として、平成１８年３月２７日より、当行が設置している＠Ｂ∧

ＮＫ（約１，１００台）において「三井住友カードｉＤ」のキャッシングサービスを開始

いたします。

「ｉＤ」は、平成１７年１２月１日より三井住友カードがｉＤブランドで第一号となる

サービス「三井住友カードｉＤ」の取扱いを開始しておりますが、今回のキャッシングサ

ービスの追加により、クレジット決済及びキャッシング機能の双方がご利用いただけるこ

とになり、より便利なサービスとなります。 

＜キャッシングご利用方法＞

(1)「おサイフケータイ」ボタンより「ケータイクレジットｉＤ」での利用を選択

(2)おサイフケータイをＡＴＭの読み取り部分にかざす 

(3)暗証番号・お借り入れ方法・お借入れ金額を入力

平成１８年度中には、キャッシング返済・残高照会等機能の強化に努め、「ｉＤ」の利

用シーン拡大を図ると共にＳＭＢＣの顧客基盤・ノウハウ・ＡＴＭチャネル等それぞれの

強みを生かして更なるお客さまの利便性向上をはかってまいります。



（※）「ｉＤ」とは

ＮＴＴドコモがおサイフケータイを決済媒体として活用する新たなケータイクレジッ

トブランドであり、店舗に設置した専用の読み取り機に、おサイフケータイをかざすだけ

で、サインをすることなくスピーディ且つ小額から高額まで広くカバーした、決済プラッ

トフォームです。

セキュリティ面においても、安心・安全にご利用いただくため携帯電話の機能を活用し

た様々な不正利用防止機能が搭載されています。

※「おサイフケータイ」「ｉＤ」は、ＮＴＴドコモの商標または登録商標です。

２．生体認証ＩＣキャッシュカード対応

生体認証ＩＣキャッシュカードは、従来の暗証番号による本人確認に加え、手の指静脈

の情報による本人確認（生体認証）を行うため、偽造や盗難などによる不正出金を防止す

ることが可能となります。

平成１７年１２月より、当行本支店ＡＴＭ（約１，０００台）にて生体認証ＩＣキャッ

シュカードがご利用可能となっておりますが、ケータイクレジット「ｉＤ」のキャッシン

グサービス同様に平成１８年３月２７日より＠Ｂ∧ＮＫ（約１，１００台）でのお取引を

可能といたします。

三井住友銀行では、お客様の利便性の向上のために、今後ともＡＴＭのサービス拡充に

努めてまいります。

以  上



＜ご参考＞ 

現状 ３/２ ７以降 

「ｉＤ」のキャッシング

取引（※１）

― 

コンビニエンスストアａｍ／

ｐｍ内設置の＠ＢΛＮＫ約

1,100 台（※２） で「三井住友

カードｉＤ」の取扱開始

生体認証ＩＣキャッシュ

カード取引（注） 本支店ＡＴＭ

約 1,000 台

＠ＢΛＮＫ 

約 1,100 台（※２）

本支店ＡＴＭ

約 1,000 台（※３）

（※１）今後、キャッシング返済・残高照会等のサービス拡充も平成１８年度中に

対応予定。 

（※２）福岡県内に設置している＠ＢΛＮＫは、西日本シティ銀行との共同出張所

の為、本サービス対象外。

（※３）随時、対応ＡＴＭ拡大中。

（注）指の静脈による生体認証技術は、株式会社日立製作所が開発した技術を採用

しております。 


